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永住者・永住者

の配偶者等

357人
33.9%

技能実習
270人
25.6%

日本人の配偶者等
146人
13.9%

定住者
145人
13.8%

家族滞在
29人
2.8%

その他
107人
10.2%

2010（平成22）年

 

永住者・永住者

の配偶者等

414人
37.7%

技能実習
388人
35.3%

日本人の配偶者等
65人
5.9%

定住者
84人
7.7%

家族滞在
41人
3.7%

その他

106人 9.7%

2016（平成28）年
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基
本
理
念 

よ
り
そ
う
心 

つ
な
が
る
共
生
・
協
働
の
ま
ち 

か
ぬ
ま 

基本施策１ 
コミュニケーション支援 
～お互いを理解しあうまちづくり～ 
 

基本施策２ 
生活支援 
～安心して暮らせるまちづくり～ 
 

 

   

基本施策３ 
意識啓発と社会参画支援  
～ちがいを生かし 学びあうまちづくり～ 
 

基本施策４ 
多文化共生の推進体制の強化 
～よりそう心を大切にするまちづくり～ 
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男性

54.4%
女性

45.6%

【問1】性別

20歳～29歳
78.7%

30歳～39歳
14.4%

40歳～49歳
2.3%

50歳～59歳
2.3%

60歳～
2.3%

【問2】年齢
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ベトナム

87.8%

中国

0.8%

フィリピン

0.4%

ペルー

4.6%

パキスタン

0.4%

韓国

0.4%
タイ

0.4%
台湾

0.4%
ネパール

2.3%
その他

2.7%

【問3】出生国
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

永住者

永住者の配偶者等

定住者

日本人の配偶者等
技能実習

特定技能

特定活動

留学

短期滞在
専門的・技術的分野の在留資格（技術／人文知識・国際業務）

日本国籍を取った

その他

無回答

【問4】日本に初めて来た時の在留資格

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

永住者
永住者の配偶者等

定住者
日本人の配偶者等

技能実習
特定技能
特定活動
留学

短期滞在
専門的・技術的分野の在留資格（技術／人文知識・国際業務）

日本国籍を取った
その他
無回答

【問5】今の在留資格
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～1年
8.0%

1～2年
31.2%

2～3年
33.5%

3～5年
13.3%

5～10年
4.2%

10年～
8.7%

その他

0.8%

無回答

0.4%

【問6】日本への滞在期間

1年未満
9.9%

1年～2年
未満

44.1%

2年～3年
未満

22.4%

3年～5年
未満

12.2%

5年～10年
未満

2.3%

10年以上
7.2%

その他

1.1%
無回答

0.8%

【問7】鹿沼への滞在期間
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テレビのニュー

スがわかる

13.3%

相手が

ゆっくり

話してく

れたらわ

かる

35.7%
単語を聞きとれる

45.2%

ほとんど聞

きとれない

4.2%

無回答

1.5%

【問8】日本語の習得（聞く）

自分の考え

をまとめて

言うことが

できる

18.3%

簡単な会話

を話せる

45.6%

単語を

話せる

29.7%

ほとんど

話せない

4.2%

無回答

2.3%

【問9】日本語の習得（話す）

新聞・雑誌が

読める

12.5%

簡単な漢字

やひらが

な、カタカ

ナが読める

54.4%

ひらがな

とカタカ

ナが読め

る

28.5%

ほとんど読めな

い

3.4%

無回答

1.1%

【問10】日本語の習得（読む）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①現在学んでいる

②読む・書くを学びたい

③話す・聞くを学びたい

④ ②と③の両方を学びたい

⑤必要ない

⑥学べない

無回答

【問12】日本語を学びたいか

漢字を混ぜ

て意見など

を書ける

7.6％

簡単な漢字

やひらが

な、カタカ

ナが書ける

58.6％

ひらがなや

カタカナが

書ける

26.2％

ほとんど

書けない

4.6％

無回答

3.0％

【問11】日本語の習得（書く）
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生活に

必要な

ため

53.4%

仕事で使う

ため

38.1%

家族や親せ

きと日本語

で話したい

ため

2.8%

日本人の友人を

作るため

2.8%

その他

2.4%
無回答

0.4%

【問13】（問12で①～④を選択した方）
日本語を学ぶ目的

日本語ができる

11.1%

日本語を

使わない

11.1%

やがて帰国

する

11.1%

無回答

66.7%

【問14】（問12で⑤を選択した方）

日本語を学ばない理由

時間がない

42.9％

教室の時間や

場所が悪い

14.3％

無回答

42.8％

【問15】（問12で⑥を選択した方）
日本語を学べない理由
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0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

市役所のサービスの内容や手続きの方法

健康保険・医療福祉の情報

子育て・教育の情報

地域のルール

ごみの出し方などの生活情報

日本の文化や生活習慣

施設や商店の情報

仕事に関すること

住宅に関すること

防災に関すること

日本語教室について

ボランティアの紹介

地域のイベントや日本人との交流

その他

【問16】日頃必要とする情報（複数回答）
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0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

家族・親戚

同じ国出身の友人・知人

日本人の友人・知人

職場・学校

ボランティア団体

インターネット（鹿沼市HP）

インターネット（市国際交流協会Facebook）

その他のサイト

鹿沼市の広報（多言語版）

鹿沼市の広報（日本語版）

テレビ等のメディア

市役所の窓口

その他

【問17】情報の入手方法（複数回答）
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親しく付き合う

人がいる

27.0%

あいさつをする

人がいる

55.9%

付き合いの

ある日本人

はいない

11.8%

その他

3.4%
無回答

1.9%

【問18】日本人との付き合い

積極的に交流

したい

40.7%

機会があれば交流

したい 46.8%

あまり交流

したくない

6.1%

わからない

4.2%

その他

0.4%
無回答

1.9%

【問19】日本人との交流
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～1年
12.9％

1～2年
45.2％

2～3年
19.4％

3～5年
13.3％

5～10年
4.2％

無回答

4.9％

【問21】現在の仕事の勤続年数

技能労働・

一般作業

85.9%

販売・サー

ビス

2.7%

専門・管理

3.8%

事務

0.8%
その他

3.4%
無回答

3.4%

【問20】今の仕事

直接雇用

（役員等）

15.2%

直接雇用（一般

社員）

3.0%

自営業

0.8%

間接雇用

3.4%

家族従事

者

0.8%
技能実習生

71.9%

その他

2.3%

無回答

2.7%

【問22】仕事上の立場
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会社の健康

保険

87.8%

国民健康

保険

6.1%

自分の国の海外旅行

傷害保険など

0.4%

入っていない

0.8%

その他

2.3%

無回答

2.7%

【問23】保険加入

厚生年金

49.4%

国民年金

7.6%

入っていない

27.8%

その他

4.6%

無回答

10.6%

【問24】年金加入

住み続けたい

51.0%仕事や学校の都合で

引っ越す

4.2%

帰国する

予定

20.2%

わからない

21.7%

その他

1.9%
無回答

1.1%

【問25】今後も鹿沼市に
住み続けたいか
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

印刷物などを、わかりやすい日本語やいろいろな外国語で提供する

いろいろな相談をしやすくする

日本語や日本文化を学ぶ教室を増やす

子供が保育園や学校などにきちんと通えるよう支援する

働く場を増やしたり、働きやすくしたりする

病院や福祉サービスを利用しやすくする

防災・災害について学べるようにする

意見を言ったりまちづくりに参加したりしやすくする

いろいろな国の人や文化、習慣の違いについて、日本人の理解を深める

日本人と交流する機会をふやす

その他

無回答

【問26】暮らしやすいまちにするために、鹿沼市にどのような取り組みをして
ほしいか。（複数回答）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

市役所での手続きがわかりやすい（やさしい日本語や多言語化）

市役所の窓口に翻訳機（ポケトーク）があり、コミュニケーションが取り

やすい

在留資格の相談がしやすい

国際交流協会などで色々な相談がしやすい

母語や、やさしい日本語での情報提供を受けられるようになった

（市の広報やホームページ等）

日本語を学べるところが多い（日本語教室など）

病院に行きやすい

災害時にどうしたら良いかわかる

こどもの学校や保育園などで困る事は少ない

働く場が増えた、また、働きやすい

意見を言える場がある

日本人と交流する機会がある

買い物がしやすい、表示がわかりやすい

【問27】鹿沼市の多文化共生のまちづくりについて、5年前と比べてどう思うか。
（はいの数）
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18歳～29歳
17.8%

30歳～
39歳
21.8%

40歳～49歳
27.4%

50歳～
59歳
28.0%

60歳以上
4.9%

問1 回答者の年齢

0% 20% 40% 60% 80%

英語

中国語

韓国・朝鮮語

スペイン語

ポルトガル語

ベトナム語

2ヵ国語以上
その他

理解できる言語はない

無回答

問2 日本語以外の

外国語理解者（複数回答）
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親しく付き合っている

1.8% 時々話をする

5.8%

挨拶をする

6.5%
顔や名前

を知って

いる

4.0%付き合いは

全くない

81.2%

その他

0.6%

問3 外国人住民との

プライベートでの関わりの有無

望ましい

29.5%

望ましく

ない

6.5%

わからない

63.1%

無回答

0.9%

問4 外国人住民が増えることに

ついて、どう思いますか

0% 10% 20% 30% 40%

友人として

子どもを通じた親同士の交流

隣近所

趣味のグループやサークル活動

語学教室等

地域の活動

講座やイベント

その他

問3-1 どのような付き合いがあります

か（複数回答）
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0% 20% 40% 60% 80%

外国の言葉・習慣・文化

を知る機会が増える

外国籍の人と接する機会

が増える

外国との交流が深まる

経済的な発展につながる

その他

問4-1 なぜ望ましいと思うか

（複数回答）

0% 20% 40% 60% 80%

犯罪やトラブルが増えそ

うなイメージがある

言葉の問題などで意思の

疎通が難しい

文化・生活習慣の違いか

ら地域になじみにくい

社会的な負担が増す

その他

問4-2 なぜ望ましくないと思うか

（複数回答）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

言葉が通じない

相談できるところが少ない

子どもの学校・教育

仕事がない

生活情報が手に入れにくい

行政サービスが利用しにくい

収入が少ない

災害・緊急時

職場が働きにくい

日本語が勉強できるところが少ない

日本になじめない

友人が少ない

住宅や周りの環境が良くない

周囲の人が親切でない

家族の問題

困っていないと思う

その他

問５ 外国人住民が困っていると

思われる事項（複数回答）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

挨拶など声をかけあう

気軽におしゃべりができる

「やさしい日本語」で話す

外国籍市民との交流会やイベントに参加する

生活習慣やルールを相談しあう

外国籍市民が母国の文化・言葉を紹介する講座等に参加する

外国籍市民と避難訓練や清掃などの地域活動に参加する

他国を理解するために外国語や文化を学ぶ

通訳や日本語教室などのボランティア活動に参加

特にない

その他

無回答

問６ 外国人住民に対してあなたができること（複数回答）
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よく知って

いる

12.3%

知って

いる

58.8%

聞いた

ことは

ある

25.8%

知らない

3.1%

問7 「多文化共生」の言葉の認知度

よく知っている

5.8%

知っている

31.7%

聞いたことはある

31.1%

知らない

31.4%

問9 「やさしい日本語」の

言葉の認知度

0% 20% 40% 60%

職員研修

かぬま多文化共生プラン

大学などの授業

インターネット・テレビ・

新聞などのメディア

その他

無回答

問8 どこで「多文化共生」の言葉を

知りましたか（複数回答）
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頻繁にある

2.2%

ある

21.5%

ほとんどない

48.9%

ない

26.5%

無回答

0.9%

問11 業務上での外国人住民との接点

はありますか

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職員研修

かぬま多文化共生プラン

大学などの授業

インターネット・テレビ・

新聞などのメディア

その他

無回答

問10 やさしい日本語をどこで知りま

したか（複数回答）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

広報かぬま（多言語版）の発行

ごみの分別の仕方（多言語版）の発行

生活ガイドブック（多言語版）の配布

防災マップ（多言語版）の配布

くらしのガイド（多言語版）動画配信

新型コロナウイルス関連情報（多言語版）の提供

母子手帳（多言語版）の配布

多言語版資料作成の支援

外国人相談

多文化共生コミュニティセンター「コミニーテ」

「やさしい日本語」の普及

日本語教室の開催

日本語ボランティア養成講座の開催

出前講座

各種語学講座の開催

多文化共生講座の開催

翻訳機（ポケトーク）の導入

保育園・学校・窓口等への通訳やボランティアの紹介

学校における多文化理解教育の推進

学校における外国籍児童のためのボランティア紹介

その他

無回答

問12 市や鹿沼市国際交流協会の多文化共生事業について

知っている項目を選んでください（複数回答）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

外国人相談窓口の充実

日本語や日本文化を学べる教室の充実

日本語を学ぶ人たちへの支援

外国籍市民の子どもの子育てや教育支援、医療・福祉サービスの充実

就労者もしくは就労希望者への支援

日本人市民との交流の機会を増やす

ホームページや広報等の情報をやさしい日本語や多言語で提供

防災を学ぶ教室の充実

まちづくりへ参加しやすい環境の整備

多文化共生講座の充実

案内板などの外国語表示の充実

学校教育での多文化共生の理解促進

学校教育での外国籍市民の児童・生徒への支援

職員や市民ができるだけ外国語を習得する

多文化共生に取り組む支援団体やボランティア等の充実

その他

無回答

問13 業務上での外国人住民への対応や支援について

難しく感じること（複数回答）
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0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

相談先がわからない

言葉がわからない

説明した内容を理解してもらえたか確認できない

資料の多言語化

日本の制度を理解してもらえない

要望に応えられない

国や県、市の外国籍市民支援制度がわからない

その他

無回答

問14 業務上での外国人住民への対応や

支援について難しく感じること（複数回答）
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